
前年同時期と比べ約４割増加

※上記対策は、必ずしも被害を防ぐものではありません。

１ セキュリティー対策が取られていない重機
製造から10年以上(特に20年以上）経過した重機

２ エンジンキーを重機内に保管しているもの

３ 概ね重量３トン以下の小型重機

現場での鍵の管理方法により対策は異なります。

エンジンキーが事務所等で保管管理されている場合
例 オペレーター同士で鍵の引継ぎができる。 現場事務所等で鍵の保管管理ができる。

(価格は各メーカーにお問い合わせ下さい。）

排ガス規制に対応していない重機も狙われますので対策をしましょう。

例 重機内にエンジンキーの隠し場所を決めて引き継いでいる。

（暗証番号の入力） 20～40万円

エンジンキーを隠しても犯人は見つけ出して盗みます。

（防犯効果は極めて高い） 10～40万円

（標準装備の鍵とシリンダーを交換） ２～５万円

エンジンキーを重機内に隠して引き継いでいる場合

(価格は各メーカーにお問い合わせ下さい。）

(エンジンや油圧回路のスイッチを施工) ２～５万円

(ゲートレバーにシリンダー錠を施工) 20万円

クレーンでつり上げて盗まれる場合があります。
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今すぐ防犯対策を！

小型重機の盗難防止対策

小型重機の上方を塞ぐことでつり上げを困難にします。

※概ね３トン以下

バランスが取りにくく、トラックの積載を難しくします。

会社敷地内、資材置場での発生が多発しています。
資材置場で使用されている古い重機にも対策は必要です。
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※写真参照

※写真参照

柵のある保管場所でも、道路からアームを伸ばしてつり上げられ

小型重機はクレーンのつり上げ等にも注意

アームを伸ばし壁際に保管大型重機で小型重機を囲み、上方を塞ぐ

ます。


